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光

新
書

『
南
京
事
件
』

の
掲
載
写
真
に

つ
い
て

笠

原

十

九

司

私

の

書

い

た

『
南

京

事

件
』
一
岩

波
新

書
、

一

九

九

七

年

一
一

月

発
行
一
の

皿

章

扉

写

真

は

キ

ャ
プ

シ

ョ

ン

と

は

異

な

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が
、

『
産

経

新

聞
』
一
一

九

九

八

年
一
一．
月

一

日

付
、

東

京

版

は

二

月

二

八

日

付

夕

刊
一
な

ら

び

に

『
諸

君

１
・
』
一
，

九

九

八

年

四

月

号
。

秦
郁

彦

「
『
南

京
虐

殺
』

－
－

証
拠

写
貞

を
鑑

定

す

る
」）
で

指

摘

さ

れ

た
。

指

摘

さ

れ

た

写

真

は
、

「
日

本

兵

に

拉

致

さ

れ

る
江

南
地

方
の

中
国
人

女

性
た
ち
。

国

民
政

府

軍

事

委
員

会

政

治
部

『
日
窓

暴

行

実

録
』
一
一
九
一一一
八

年

刊

行
一
所

載
」

と

い

う

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

を

付

け

て

掲

載

し

た

も

の

で

あ

る
。

『
日

窓

暴

行

実

録
』

に

は
中
国

語
で

「
江

南
農

村
婦

女
、

被

一
批

一

批

的

押

送

到

憲

軍

司

令

部

去
、

凌

辱

！

輪

姦

１
・
槍

殺

１
」

と

書

か

れ

て

い

る
。

日

本

語

に

直

訳

す

れ

ば

「
江

南

地

方

の

農

村

婦

女

が
、

一

群

ま

た
一

一

群

と

日

本
軍
司

令
部

ま
で

押
送

さ
れ

て
行
き
、

凌
辱

さ

れ
、

輪

姦

さ

れ
、

銃

殺

さ

れ

た
」

と

な

る
。

押

送

は

１
受

刑

者

・

刑

事

被

告

人

・

被

疑

者

を

他

の

場

所

へ

送

り

移

す

こ

と
。

護

送
」
一
広

辞

苑
一
の

意

味

で

あ

る

が
、

一

般

に

は

な

じ

み

の

な

い
一一一．口
葉

で

あ

る
。

そ

の

た

め
、

中

国

語

原

文

の

後

半

の

意

味

を

汲

ん

で

「
拉

致
」

と

い

う

意

訳

語

を

使

っ

た

の

で

あ

る
。

中

国

語

の

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

を

そ

の

ま

ま

引

用

し

な

か

っ

た

の

は
、

写

真

が

婦

女

凌

辱

そ

の

も

の

を

示

す

も

の

で

は

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。『
日

憲

暴

行

実

録
』

は
、

私

が

一

九

八

四

年

の

夏

に

ア

メ

リ

カ

の

ス

タ

ン

フ

ォ

ー

ド

大

学

フ

ー
バ

ー

研

究

所

東

ア

ジ

ア

文

摩

で

見

つ

け
、

上

記

写

真

を

私

の

カ

メ

ラ

で

複

写

し

た
。

ハ

レ

ー

シ

ョ

ン

が

あ

る

の

は
、

素

人

の

技

術

ゆ

え

で
、

秦

氏

が

『
諸

君

１
』

に

書

か

れ

た

よ

う

な

意

図

的

な

も

の

で

は

な

い
。

し

か

し

秦

氏

が

今

年

に

な

っ

て

調

査
、

発

見

さ

れ

た

よ

う

に
、
上

記

写

真

の

原

版

は
『
ア

サ

ヒ

グ

ラ

フ
』
（
一

九
一一一
七
年

一
一

月
一

〇

目
万
）
と

『
支

那

事

変

写

真

全

輯

中

上

海

戦

線
』
一
東

京
朝

日
新

聞
社
、

一

九

三
八

年

三

月
発

行
一
で

あ

る

こ

と

を

私

も

確

認

し

た
。

し

た

が

っ

て

今

回

新

た

に

判

明

し

た

の

は
、

中
国
国

民
政

府

軍
事
委

員
会

政
治

部
が
、

朝

日
新

聞

の

カ

メ

ラ

マ

ン

が

撮

っ

た

写

真

を
、

撮

影

し

た

事

実

と

異

な

る

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

を

付

し

て

使

っ

た

こ

と

で

あ

る
。
同

写

真

は
、
秦

氏

が

例

示

さ

れ

た

四

つ

の

本

の

他

に
、

南

京

の

侵

華

日

軍

南

京

大

屠

殺

遇

難

同

胞

紀

念

館

に

も

展

示

さ

れ
、

ア

メ

リ

カ

で

発

行

さ

れ

た

言
冒
８

さ

ｐ

ω
～

く
ｏ
…

岬

同
庄
一
誌
」

σ
｝
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ｏ
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》
箏

⊂
自

宗

己

さ
－
冊

＝
山
ｇ
ｏ
～

川
目

巾
『
ｏ
ぎ

零

著

７
、。

一

５
昌
ｏ
盲

弍
篶

勺
目
三
川
争

ま
的

ｏ

；
自
〇
一

岩
㊤
９

０

事

晶

Ｐ

⊂
ω
＞
一
一

八
六

頁
）
に

も

掲

載

さ

れ

た

よ

う

に
、

こ

れ

ま

で

中

国

側

で

婦

女

凌

辱

に

関

係

し

た

写

真

と

信

じ

ら

れ

て

き

た
。

今

回

の

秦

氏

の

調

査

で
そ

れ
を

誤
り
と

す
る

撮
影

状
況

が
明

ら
か

に

な

っ

た

こ

と

に

謝

意

を

表

し

た

い
。

同

時

に
、

撮

影

者

の

熊

崎

玉

樹

カ

メ

ラ

マ

ン
一
故
人
）
な

ら

び

に

朝
日
新

聞
社

に
対

し
ご

迷
惑

を
お
か

け

し
た

こ
と

を

深

く

お

詫

び

し

た

い
。

そ

し

て

読

者

に

は
、

私

の
写

真
史
料

批
判

が
そ

の
誤

り
を

察
知

す
る

ま
で

に

至

ら

な

か

っ

た

こ

と

を

お

詫

び

申

し

上

げ

る
。

上
記

写
真

は
、

編

集

部
と
も

相

談
し

て
早

急
に
差

し

替

え

た

い
。

私

は

こ

れ

ま

で

南

京

事

件

の

写

真

に

つ

い

て

は
、

撮

影

元

の

判

明

し

た

も

の

に

限

定

し

て

引

用

す

る

よ

う

心

掛

け

て

き

た

つ

も

り

で

あ

る

が
、

な

お

い

っ

そ

う

自

戒

す

べ

き

で

あ

る

こ

と

を

痛

感

し

た
。

し

か

し
、

『
南

京

事

件
』

の

本

文

に

叙

述

し

た

日
本

軍
の
婦

女

凌
辱

の
歴
史

事
実

が
変

わ
ら
な

い

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い
。

南
京

大
虐

殺
事

件
に

関
す
る

写
貞

史
料

の
最

大

の

障

害

は
、

虐

殺

・

残

虐

場

面

を

撮

影
、

記

録

す

る

条
件

が
一

番
あ

っ
た

日
本

側
が

「
皇
軍

の
威

信

を

損

ね

る
」

と
、

そ

う

し

た

行

為

と

報

道

を

厳

格

に

禁

止

し
、

か

つ

厳

重

に

取

り

締

ま

っ

た

こ

と

で

あ

る
。

い

っ

ぽ

う
、

南

京

を

攻

撃

さ

れ
、

占

領

さ

れ
、

殺

毅

・

虐

殺

さ

れ

た

中

国

側

に

は
、

写

真

を

撮

影

で

き

る

条

件

は

ほ

ぼ

皆

無

で

あ

っ

た
。

結

局
、

撮

影
者

や
場
所

が
南

京
と

特
定
で

き

る
写

真

は
、

南

京

難

民

区

国

際

委

員

の

メ

ン
バ

ー

や
、

外

国

人

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト
（
彼

ら

は

一

九
三

七
年

一

二

月

一

五

日

に

は

南

京
を

離

れ

た
一
、

あ

る

い

は

日

本

兵

が

例

外

的

に

撮

っ

た

も

の

等

に

限

ら

れ

て

し

ま

う

ｏ紙

数

の

都

合

で

こ

こ

で

は

詳

述

で

き

な

い

が
、

従
来
出

版
さ

れ

て
き
た

南
京

事
件

関
連

の
写

真
集

に

収

め

ら

れ

た

も

の

に

は
、

南

京

の

日

本

兵
、

日

本
人

が
所
持

し

て
い
た

も

の
で
様

々
な

経
路

で
申

国

側

に

渡

っ

た

物

が

少

な

く

な

い
。

場

所

や

時

期

を

南

京

と

特

定

で

き

な

く

て

も
、

日

本

軍

の

残

虐

行

為
を

証
明
す

る
写

真
に

は
変

わ
り

は
な
い

場

合

が
あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
写

真
史

料
に
厳

密
な

史

料

批

判
を
加

え
た

上
で
、

そ

の
写

真
が

意
味

す
る

も

の
を

洞
察

し
、

歴
史

の
一

部
の

真
実

で
も

見
逃

さ

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

も

大

切

で

あ

る
。

写

翼

史

料

の

問

題

に

つ

い

て

は
、

改

め

て

論

じ

た

い

と

考

え

て

い

る
。

歴

史

学

は
、

史

料

批

判

を

積

み

重

ね

な

が

ら
、

よ

り

真

実

の

歴

史

像

に

迫

っ

て

い

く

こ

と

が

要

求

さ

れ

る
。

写

真

史

料

も

同

様

に
、

よ

り

検

証

さ

れ

た

写
真
を

用
い

て
歴

史

の
真
実

を
明
ら

か

に
し

て

い

く

こ

と

が

求

め

ら

れ

る
。

今

回

の

秦

氏

の

ご

指

摘

を

受

け

と

め

て
、

そ

の

た

め

の

ス

テ

ッ

プ

と

し

て

い

き

た

い
。（

か

さ

は

ら

と

く

し

・

宇

都

宮

大

学

・

中
国

近

現
代
史
）

読

者

の
皆

き

ま
へ

新

書

『
南

京

事

件
』

掲

載

写

真

に

問
題

の
あ

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

ま

し

た
。

読

者

の
皆

様

に
多

大

の

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

た

こ

と
を

お

詫
び

い
た

し

ま

す
。

小

社

と

し

て

は

同

書

の

出

品

を

一

時

停

止

し
、

写

真

を

差

し

替

え

る

措

置

を

と

り

ま

し

た
。

お

取

り

替

え

を

ご

希

望

の

方

は
、

山眉
波

新

書

編

集

部

ま

で

ご

一

報

い

た

だ

き

た

く

存

じ

ま

す
。岩

波
書
店
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